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次に記した日までに返して下さい。

昭和 40年度

お問合せ・ご連絡は

ひまわり号・ 事務局電話 81 -7354 
多摩平児童図書館電話 81 -4744 
高幡図書館電話呼 91 -0493 
福祉センター図書館電話呼 82-2329 
社会教育センター図書館 電話呼 82ー 3136
平山 児童図書館電話呼 91-3773 

般 会 予計 算

内回M-31-8(旬X120)上45 庁内印刷
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昭和 40年度目野市一般会計予算

昭和 40年度目野市一般会計予算は次代定めるととろによる。

(歳入歳出予算)

歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ1， 1 5 4， 7 1 6千円と定め第 1条
'
t
J
4
・ るn

「第 1表歳入歳歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分どとの金額は，2. 

出予算JV'LよるO

債)市

地方自治法第 230条第 1項の規定Kより起すととができる市債の起第 2条

債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は「第 2表市債Jvcよ

る。

(一時借入金)

地方自治法第 23 5条の 5第 2項の規定による一時借入金の借入れの第 5条

最高額は 10 0， 0 0 0千円と定める。

(歳出予算の流用)

地方自治法第 220条第 2項但し書の規定によ b歳出予算の各項の経第 4条

費の金額を流用するととができる場合は次のと~.，. .bと定める。

各項K計上した給料，職員手当及び共済費(賃金忙係る共済費を除ぐ)

Uて係る予算額に過不足を生じた場合Vてなける同一款内でとれらの経費の各

郎太谷古日野市長

項の関の流用

昭和 40年 5月 12日提出

(1) 



歳入 1歳出予算
意' 項 金 額

ス財 産 収 入 1， 008千円
一一 一一一一一一一一ト一一司一一ーーーー一一一ー一一ーーー一一一一一ー一一ー一

1.財 産 運用収入 1， 0 0 6 
ー

2. 財 産 売払収入 2 

8.寄 付 金
ー一 一一一一一一一

1.寄 付 金

虫繰 入 金 6スo0 0 
トー '一ーー 一一一

1.特別会計繰入金 67， 000 

1 0，繰 越 金 1 5.0 0 0 

1.繰 越 金 1 5，0 0 0 

1 1.諸 収 入 ス580
ー一一一

1.延滞金加算金及び過料 1，2 0 1 
一一一一一

2. 市 預 金 利 子 3 0 0 
一一ー

3. 貸付金元利収入 1，055 
一一一一

4 雑 入 5，0 2 4 

1 2.市 債 83，000 _ 

一
1.市 債 8 3，00 0 

歳 入 ムιョ 計 1， 1 5.4，7 1 6 

入

表1

歳

第

~ 
ーー

款 項 金 額

税 63 5.0 28千円
ト一一一一ー一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一ヤー一一一ーー一一一一一ー一一一一ー一一一一ーー

1 市 民 税 2 5虫634
トー一ー一一一一ー一一一一一一一ー一一一

2. 国 定 資 産 税 2 5 0，73 1 
ートー・

3. 軽 自 動 車 税 4，903 
ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一

4. 市たばと 消 費 税 57， 340 

5. 電 気 ガ .A 税 5 1， 0 0 0 
ーート

6. 木 材 ヲ! 取 税

ス都 市 言十 画 税 1 1， 4 1 9 

2.地方交付 税 1，00 0 

1 地 方 交 付 税 1，0 0 0 

3.分担金及び負担金 8，492 

1 負 担 金 8，492 

|「片1使用料及び手数料 43，333 

1.使 用 料 1ス716
一一

2. 手 数 料 2 5，6 1 7 

.国庫支出金 2 1 3，0 4 8 

1.国 庫 負 担 金 4 6，8 1 5 

2. 国 庫 ネ南 助 金 1 6 5，52 1 

3. 国 庫 委 託 金 712 
._一一

6都 支 出 3Ti 8 0，22 6 
ト一一-

1 1.都 負 担 金 2，154 
一

ょ:;;補 助 金 6 6，5 8 4 

託 金 1 1，48 8 

一 ?一 -3-



歳出 一一款 項 金 額
ー 一 一 一 一

1.商 工 費 1ス382千円ト一一一一一

8.土 木 費

款 項 金 額. 

1議 会 費 2 5，6 4 6千円
一一一

1.議 会 費 2 5，6 4 6 
トー一一{目

2.総 務 費 1 7ス319

1.総 務 管 理 費 101， 946 

2. 徴 税 費 3 8，2 0 2 
ー一ト一一一- ーー

虫?荷 防 費 34，54 1 
--

1.消 防 費 3 4，5 4 1 

3. 戸籍住民 登録費 1矢681
トーーーーー

4. 選 挙 費 8，082 

10.教 育 費 4 1 5，20 3 
5. 統 言十 調 査 費 2，4 0 7 

ト一一-

1 教育 *音Y事色、、 務 費 39.293 
6. 市 民 施 設 費 4，281 

ト一一一一

2. 小 ニ-治チ国， 校 費 27ス162
ス監 査 委 貝 費 2，720 

3. 中 すA斗4ー与 校 費 4 6，3 7 4 
3.民 生 費 ‘ 1 4呪122

トー

4. 幼 稚 圏 費 8.706 
1.社 会 福 祉 費 7 2，4 4 1 

5. 社 会 教 育 費 2 0，4 7 0 
2. 児 童 ネ高 祉 費 37， 290 

6. 保 健 体 育 費 2 3，1 9 8 

炉. 3. 生 活 保 護 費 3 5，8 4 7 

4. 災 害 救 助 費 2 0 11.災 害 復 旧 費

5.国 民 年金 費 3，524 
1.農業施設災害復旧費

12.公 債 費 2ス504

4.衛 生 費 1 2ス499

国一一一一一一一一一一 一

1.公 債 費 2ス504
1 保 健 衛 生 費 1 5，0 7 0 

13.諸 支 出 金
2. 清 掃 費 1 1 2，42 9 

. 

ト一一一一一一

1.普通財産取得費
5.労 働 費 4，1 3 7 

f-ー.. 

14.予 備 費 1， 3 
トーー

1.予 備 費 1，3 

1.失 業 対 策 費 3，011 

2. 労 働 諸 費 1， 1 2 6 

6 農 業 費 1 4，2 5 3 

歳 出 ムi:f 言十 1， 1 5 4，7 
1 農 業 費 1 4，2 5 3 

ス商 工 費
1ス382国

-4-
-5-



第 2表

市 債

起債の 目的 限度額 利率 起債の方法 償還方、法
トー一一一一

千円

福祉センター建設費 20，000 8.0% 普通貸借叉 起債のときより据

以内 は証券発行 置期間を含めて 25
昭和 40年度

塵芥処理施設整備費 1 2，0 0 0 の方法Vてよ 年以内忙償還する。

タ起債す乏b ただし，市財政叫の
滝合橋建設費 ろ， 000 

都合陀より据置期 特別会計予算

都市下水路事業 1 4，0 0 0 間及び償還年限を

短縮し，もしぐは

第五小学校分校
17，000 

繰上償還叉は低利

建 ミR又凡a 事 業 債に借替えるとと

屋内運動場建設費 4，000 
ができるO

ブ 一 ノレ 建設 13，000 

計 8 3，0 0 0 

一色一



昭和初年度目野市国民健康保険特別会計予算

昭和 40年度目野市開民健康保険特別会計の予算は，次に定めるととろKよる。

(歳入歳出予算)

第 1条 事業勘定の歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ 98，4 7 3千円

と定める。

2. 診療所勘定の歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ 6，2 1 1千円と

定める0

3. 事業勘定及び診療所勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分どと

の金額は， r第 1表歳入歳出予算JvrよるO

(一時借入金)

第 2条 地方自治法第 235条の 5第 2項の規定 Kよる一時借入金の借入れ

の最高額は，事業勘定 15. 0 0 0千円，診療所勘定 3，0 0 0千円と定めるO

(歳出予算の流用)

第 3条 地方自治法第 220条第 2項ただし蓄の規定UてよJ?，歳出予算の各項

の経費の金額を流用するととができる場合は，次のとj:，.，.!Jと定める。

事業勘定保険給付費の各項陀計上された予算額K過不足を生じた場合忙

なける款内でのとれらの経費の各項の流用。

昭和 40年 5月 12日

日野市長古谷太郎

-7-



第?表事業勘定歳入歳出予算

歳 入

項

2ス51 
一一一日

司b

1 国民健康保険税 2ス511

2. 使用料及び手数料 1 7 

1.手 数 料 1 7 

3. 国 庫 支 出 金 54，465 

1. 国 庫 負 担 金 42，777 

一 一 一
2. 国 庫 補 助 ~ 1 1，6 8 8 

4. 都 支 出 金 1 0，23 4 

1.都 補 助 金 1 0，23 4 

5. 繰 入 ノ~ 6，0 0 0 

1 他会計 繰入金 6，000 

6. 諸 収 入 246 
一

1 延滞金及び過料 154 

一 一
2.預 金 芳リ 子 3 5 

一 一 一 一
5 雑 入 5 7 

歳 入 メIコ』 計 98，473 

」一一ー一司

-8-

歳出

i 一一長一一一一一寸
項

一 一費一+l一一一一一一一

1.総 務

1.総 務 管 理 費

2. 徴 税 費

2. 保 険 給 付 費

1.療 養 諸 費

2. 助 産 費

3. 葬 祭 費

3. 保 険 施 三R又n. 費

1.保 険 施 去ET又L 費

4 公 債 費

1.公 債 費

5. 諸 支 出 金

1. 償 還金及び還付金

2.繰 上 フじ 用 金

6 予 ，備 費

一一

1.予 備 費
ー』・ーーーー-帽-ー・・ーーー・‘司一一ー---・田町内ー---~ーーー一泊自由自由ー白- -~..__.__一ー輔司島民-・・ ._ 

歳 出 ムにコ 計

L一一 一一一

一?一

! 金

5. 

5. 

ー一

額 I

63 7柄!

8 4，3 9 5 

一 一一 一

83，513 

648 

234 

2，71 8 

2，718 

180 

180 

5，043 

一

4 3 

5.0 0 0 

ーー

500 

500 

9 8，4 7 3 



歳

第 1表

入

診療所勘定歳入歳出予算

款 項 金 額

一

1.診 療 収 入 6， 1 4 1千円

1. 入 院 収 入 4 

2. 外 来 収 入 6，1 3 7 

一 ， 
2. 使用料及び手数料 2 7 

1.使 用 料 1 5 

2. 手 数 料 1 2 

3. 財 産 収 入 2 

1 財産売払収入 2 

4. 繰 入 金

1.繰 入 金

5. 諸 収 入 4 0 

1. 予 金 利 子 5 

一
2. 雑 入 3 5 

歳 入 ムcl 言十 6，2 1 1 

歳 出

「 一 一 一 一
款 項 金 額

一 一. 
務 費 4，5 8 9:有q

ト一一一一一一一一一一一‘ ー 一一ーー一一一ー

1 施 き昆ハ又4 a百ft 理 費 4，.589 

i2 医 業 費 1， 238 

1.医 業 費 1， 2 3 5 

ト一一一一一一一一τ一一一一一一一一一一ーー

2. 給 食 費 ろ

3. 繰 上 充 用 金

ー一一一一ー

1.繰上 充 用 メヨヘZ 

4. 公 債 費 333 

一
1.公 債 費 333 

. 
5. 予 備 費 5 0 

1 予 備 費 5 0 

-ー

歳 出 ぷヒコ』 計 6.2 1 1 

-10 -
-11 -



昭和初年度目野市病院事業特別会計予算

昭和 40年度目野市病院事業特別会計の予算は，次代定めるととろ忙よるO

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 20 9. 1 3 4.千円と定める。

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分どとの金額は「第 1表歳入歳出

予算JによるO

(地方債)

第 2条 地方自治法第 23 0条第 1項の規定によ夕起とすととができる地方債

の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は， i第 2表地方

債JVてよる。

(一時借入金)

第 3条 地方自治法第 23 5条のろ第 2項の規定忙よる一時借入金の借入れの

最高額は 80， 0 0 0千円と定める。

昭和 40年 5月 12日提出

日野市長古谷太 郎

-13 -



第 1表 病院勘定歳入歳出予算

歳 入 歳 出

ー司

款 項 金 額
トーーー一一』・

款 項 金 額

1. きロエふン 療 収 入 1 0ス329千円 1.総 務 費

1 入 院 収 入 4ス627 1.職 貝 費 34，791 
一色

'一
2 外 来 収 入 58，3 9 2 2 管 理 運 営 費 6，5 1 9 

3. 受託診療収入 1，3 1 0 3.研 究 費 496 

2. 使用料及び手数料 969 2. 医 業 費 2 6，1 9 6 

1. 使 用 料 4 2 1. 医 業 費 24，394 

2. 手 数 料
、

927 2. 給 食 費 1，802 

3.繰 入 ~ 5，0 0 0 3. 施 号Rf又L 整 備 費 1 35，980 

1 繰 入 金 5，000 1. 施 去疋九又 整備 費 1 3 5，98 0 

4. 繰 越 金 4.公 債 費 4，694 

1.繰 越 金 1.公 債 費 4，694 

5. 諸 収 入 835 5.諸 支 出 ~ 

1.給 食 料 693 

2. 預 金 利 子 65 

3. 雑 入 7 7 

1. 繰 上 充 、用 金

; ーィ寸
6. 予 備 費

1. 予 イ蒲 費 457 

6. 市 債 9 5，0 0 0 

1.市 債 95，000 歳 出 ぷEコ』 言十 2 0虫134

_J  

歳 入 'Eコ』 計 2 0虫13 4 

一一J

-14- -15 -



昭和何年度目野市都市計画事業

第 2表 地 方 債
特別 ‘会計予算

昭和 40年事・日野市都市計画事業特別会計予算は次K定めるととろによるO

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償還 の方法 (歳入・歳出予算)

病院建設(増築)
千円

普通貸借ま 起債のときより据置期
95，000 8.0% 

事 業 費 たは証券発 以内 間を含めて 2 5年以内

行の方法に に償還するO ただし市 1

第 1条 歳入・歳出予算の総額は歳入・歳出それぞれ 4 1， 6 5 5千円と定め

るO

より起債す
財政の都合Uてよタ措置

期間及び償還年限を短
2. 歳入・歳出予算の款項の区分及び当該区分どとの金額は「第 1号歳入・

る。
縮しもしぐは繰上償還 歳出予算Jによるの

または低利債に借替え

するととができる。 ( 市 債 )

第 2条 地方自治法第 23 0条第 7項の規定により起すととができる市債の

起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は「第 2号市債JitC 

よる。

昭和 40年 3月 12日提出

日野市長古谷太郎

-16- -17-



第 1号 歳入・ 歳 出 予 算

歳 入 歳 出 昭和何年庶日野市用地特別会計予算

手ヰ 目
/ヨ¥乙 額

款 項 千円

1.繰 入 ~ 15，655 

1.繰 入 3Ti 15，655 

2. 国庫支出金 呪000
一

1.国庫補助金 史000

五都支出金 9，000 

1.都補助金 ヲ000

4. 市 債 8，000 

1.土 木 債 8，000 

歳入合計 41，655 
'--申-ー ー→ーーー一一一 ー

科 目

款
金 額

項 千円

1.都市計画費 41， 655 

1区 画
12，422 

凶

整理費

都市下
2矢2332.水路費

歳出合計 41，655 

昭和 40年度日野市用地特別会計予算は次に定めるととる忙よる。

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額はそれぞれ 10 3， 6 7 9千円と定めるO

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分どとの金額は「第?表歳入歳

出予算JによるO

(一時借入金)

第 2条 地方自治法第 235条の 5第 2項の規定Uてよる一時借入金の借入の最

高額は 70， 0・o0千円と定める。

第 2号 市 債
昭和 40年 3月 12日提出

起債の目的 限度額 利 率 起債の方法 償還方法

都市下水路整備費 8.ob~ 8.0%以内 普通貸借ま 起債のときより，据

トー たは証券発 置期間をふくめて25

行の方法K 年以内K償還する。

よタ起債す
ただし，市財政の都

合により据置期間及
る。

び償還年限を短縮し，

¥ もしくは繰上償還ま

たは低剰債 Vて借替え

るととができる。

日野市長古谷太郎

-18- -19-



第 1表 歳入歳出予算

歳 入 歳 出

款 項 ノ立¥ 額 款
一

千円

1.財産収入 103，679 1用 地 費

一

1.財産売協灰入 103，679 

2.公 債 費

歳入合計 103，679 

3.繰 出 金

4.繰上充用金

5.予 備 費

歳出合計

-20-

項 ~ ノ¥ 額

千1円0 

1.用地買収費 10 

4.620 

1.利 子 4‘620 

64，000 

1.繰出金 64，000 

35，000 

1前年度

繰上充用金
35，000 

49 

1予備費 49 

103，679 

昭和何年度目野市用品特別会計予算

昭和 40年度目野市用品特別会計の予算は次に定めるととろによるO

(歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ 33， 4 5 6千円と定める。

2. 歳入歳出予算の款項の区分及び該当区分どとの金額は丁第 1表歳入歳

出予算Jによる。

昭和 40年 5月 12日提出

日野市長古谷太郎
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第?表 歳入歳出予算
昭和何年度日野市水道事業会計予算

歳 入

款 項 金 額

千円

1.用品収入 ， 3 0，4 5 6 

1.用品収入 3 0，45 6 

2.繰入金 ミ000

1.繰入金 3， 0 0 0 

歳入合計 33，456 

歳

(総則)

第 1条 昭和 40年度目野市水道事業会計の予算は次に定めるととろ忙よる。

(収益的収入及支出)

第 2条 収益的収入及び支出の予定額は次のとなタ定めるO

出

款 項 金 額

千円

1.用品費 30，456 

1用品費 30，45 6 

2.繰出金 3，000 

1繰出金 3，00 0 

歳出合計 33，456 

第 1款

第 1項

第 2項

収 入

事業収益 5 3，7 1 3，00 0 

営業収益 53，6 4 1，0 0 0 

営業外収益 7 2，0 0 0 

支 出

事 業 費 7 0，078，000 

営業費用 53，1 8 4，0 0 0 

営業外費用 1 6，6 44，0 0 0 

第 1款

第 T項

第 2項

(資本的収入及支出)

第 3条 資本的収入及支出の予定額は次のと jo...t>定める。 資本的収入額 が資本

的支出額K不足する額免 6 6 1， 0 0 0円は過年度分損益勘定留保 資金

1 2， 7 6 0， 4 S 9円で補てんするものとする。

収 入

第 1款 資本的収入 8 0，68 4，00 0 

第 1項 1E 業 債 80，0 00.0 0 0 

第 2項 繰 越 金 2，000 

第 5項 長期借入金 6 8 1，0 0 0 

第 4項 雑 収 入 1，00 0 

ーっ η ー-y 一
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支 出

第 1i.歓 資本的支出 9 0、34 5，0 0 0 

第 1項 建設改良費 84:799，000 

第 2項 企業債償還金 5，446，000 

第 3項 投 資 1 0 0，00 0 

(企 業 債 )

第 4条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は次のとがり

定めるO

起債の目的

限度 額

(一時借入金)

第 5条一時借入 金 の 限 度 額 は 1スo0 0， 0 0 0円以内と定める。

汁

広

率

法

方

方
の

の

償

還

起

利

償

収益的収入及支出

収 ‘ 入

日野市水道 事業変更事業費

歎 項 自
、

金 額 備 考

1 水収道事業益 53.7 1 3，000 

(1) 

営業収益
53，64 1，000 

(1) 
44，772，000 昭和40収年入4月より昭和41年 5月迄

給水収益 の予定

、 (2) 

受託事 給水 5，587， 000 新設工事収入
工収益

(3) 

その他収 の 3，282.000 工材料事検設査計手手数数料料 ，工事検査手数料，
営業益

(2) 
営業外収益 ョ，

72，000 

(1) 

受取利息
70，000 預金刺息

(2) 
雑収入

2，000 その他の雑収入

1 1 0， 0 0 0， 0 0 0円

普通貸借また は証券発行

8.0%以内

政府資金については，その融資条件によ b銀行その他

の場合には，その債権者と協定するものを記載する。

ただし市財政の都合比よ b据置期間及び償還期限を短

縮し若しぐは繰上げ償還又は低利に借り替えするとと

が出来る。

支 出

東京都日 野 市 長 古 谷 太 郎

'款 項 自 金 額 イ庸 考

水事業 道費 7 0，0 78，000 

(営1}業費用 5 3，1 84.000 

‘一
(1) 

浄水場及びポンプ設備の維持作業K
原浄 水水 及費

6，726，000 
要する費用

(2) 
配水持作設備業給医水要装す置Vて附属する設備の

配給 水水 及費
737， 000 

維 る襲用

1工受3)託事給水費 4，488，000 給水装置の受託工事K必要左斡用

昭和 40年 5月 12日
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目 ー」全 額 備 考 項 目 金 額 イ席 考

(総4:1 係費 3 1，202，000 業務及事業活動全般に関連する費用

ト一一一ー一一一一一 一一一一一一一一一
(雑4)収入 1，000 

械(5)価償却費 1 0，031，000 償却資産K対する減価償却費 (1) 

雑収入
(2) 

営業外費用 1 6，644，00 0 

、

仁 (支1)払利息 16，593，000 償企業還債金利利息息 ，借入金利息

(2) 

雑支出 5 1，0 00 

(3) 

予備 費 250，000 

支 出

款 項 自 金 額 慌 考

寸
水資本道的事支業出 9 0，34 5，000 

(1) 
250，000 予備費予備費 1上1)水道事良業費 84.7 9 9，000 

建設改

(建1) 設費 82，023，000 工用地事請費負，委費託，料委託工事費，雑工事費

(量2)水器費 1，991，000 量水器購入費

資本的収入及支出
(有資3)産形購回入定費 600，000 備品及ひ建設資材購入喪

(4) 
1 8 3，000 建設改良工事全般K関する費用総係費

収入

款 項 自 金 額 イ蔚 考

水資本道的事収業入 80，684，000 

(5) 
2，000 雑支出

雑支出

(2) 

(1) 

企業債 80，000，000 
企業債 5，4 4 6，0 0 0 

償 還 金

(1) 
80.000，000 企業債

{11 

企業 債 3，08 1，00 0 企業債，借入金の元金償還金
償還金

(2) 

繰越 金 2，000 (3) 
1 0 0，00 0 投 資

(1) 

繰越金 2，000 前年度からの繰越金

(3) 

長期借入金 68 1，000 

(1) 

その他の 1 0 0，0 0 0 電話新設債券購入代

L一一一土--~
(1) 

長期借入金 681，QOO 
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昭和40年度目野市下水道事業会計予算

(総則)

第 1条 昭和 40年度目野市下水道事業会計予算は以下陀定めるととろKよる。

(収益的収入念よび支出 )

号事 2条 収益的!収入恥よび支出の予定額は次のとÌ>~ .!?定めるO

ノ1

¢ 

刺刈
，，
 S

A
S
PW
 

第一款

第?項

弟 2項

第一款

第 1項

第 2項

第 5項

収 入

事業収益

営業収益

営業外収益

支 出

事 業 費

営業費用

営業外費用

予 イ蔚 費

ス79 6，0 0 0円

ス71 6，0 0 0円

8 0，0 0 0円

1 2， 1 9 5，0 0 0円

1 0，4ヲス 000円

1，59 8，0 0 0円

1 00，0 0 0円

(資本的収入b よび支出)

第 3条 資本的収入なよび支出の予定額は次のとなり定めるわ (資本的収入額

が資本的支出額に不足する-額 1，160，000円は当年度分損益勘定留保

資金 1，28 5，0 0 0円で補てんするものとする。)
E

，、
t
a
R

第一款

第 1項

収

資本的収入

負担金

-29-
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第一款

第 1項

第 2項

第 3項

資本的支出

建設改良費

企業債償還金

予備費

ろ，36 0，0 0 0円

2，72 9，0 0 0円

4 8 1，0 0 0円

150，000円

昭和 40年度目野市下水道事業会計予算実施計画

収会会的収入 b よび支出

支 出

収 入

九

戸 Jる

款 項 目 金 額 備 考

1.事業収益 ス796.000

1.営業収益 え71 6，00 0 

1.処理収益 7， 668，000 

昭和4日年4用帯月料~数予4定料1等収年入の五収月益主で|| i の下水道使

2.収受託工事益 1，000 工事収益

その他
47，000 排水設備申五営業収益 ， 

2.営業外収益 80，000 

1.受取刺息 70，000 預金利子収入

2.雑収益 1 0，000 雑収入
.唄_，_

の

1内

(一時借入金)

第 4条 一時借入するととができる金額は常時 5，000，0 0 0円以内と定める。

i、

昭和 40年 3月 12日

日野市長古谷太郎

支 出

款 項 目 金 額 備 考

1事 業 費 1 2，1 9 5，000 
平ー

1.営業費用 1 0，49ス000

1.処理費 5，21 4，000 汚水処理K直接要する費用

2受託工事費 1，000 汚水廃出装置の受託工事費用

3.総係費 3，99ス000 事業活動全般K関連する費用

4.減価償却費 1，28 5，000 償却資産K対する減価償却費

、 2.営業外費用 1，598，000 

1・企支払業刺債息刺子及 1，597， 000 

二可2.雑支出 1，000 雑支出

五予備費 1 0 0，0 0 0 

1.予備費 1 00，000 予備費
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資本的収入がよび支出

収入

款 項 自 金 額 備 考
a 

1.資本的収入 2，200，000 

1.負担金 2，200，000 

1.工事負担金 2，200，000 排(日水本管住埋宅設公工団事〉負2担，2金00，000 

支出

款 項 日 金 額 備 考

1.資本的支出 3，360，000 
トー一_.

1.建設改良費 2，7 2免000

1.建設費 2，419， 000 排水管等埋設工事b よび場内護岸工
事費

2.購固定入資産費 270，000 

3.総係費 40，000 建設改良工事全般K関連する費用

2.企業遼 債
償金

481，000 

企業債

A印8刷1日日日日 企業債の元金償還 ] i 
7・償還金

五予備費

1.予備費 1 50，000 予 備 費
一一L 一ー一一一ーーーーー ー一ーー晶
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